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各課からのお知らせ

　
　
脊
振
地
区
・
神
埼
地
区「
住
民
総
合
健
診
」が
始
ま
り
ま
す
！

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

住
民
総
合
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

　

脊
振
地
区
は
６
月
、
神
埼
地
区

は
７
月
に
実
施
し
ま
す
。
１
年
に

１
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

健
診
対
象
者
や
料
金
は
、
４
月

に
全
戸
配
布
し
た
令
和
４
年
度
版

「
神
埼
市
健
康
診
査
・
が
ん
検
診

の
ご
案
内
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
千
代
田
地
区
は
９
月
に
実
施
予
定

で
す
。

40
歳
限
定
!
が
ん
検
診
無
料
！

　

昭
和
57
年
４
月
１
日
～
昭
和
58
年

３
月
31
日
生
ま
れ
の
人
は
、
今
年
度

は
各
種
が
ん
検
診
が
無
料
で
受
け
ら

れ
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
の
み
予
約
制
！

　

胃
が
ん
検
診
を
希
望
す
る
場
合

は
電
話
ま
た
は
健
康
増
進
課
窓
口

で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
１
日
40
人
ま
で
、
先
着
順

○
胃
が
ん
検
診
の
予
約
受
付
期
間

脊
振
・
神
埼
会
場（
６
、７
月
開
催
）

６
月
13
日
（
月
）
～
検
診
前
日

託
児
あ
り
ま
す

　

健
診
を
受
け
た
い
け
れ
ど
、
子

ど
も
の
預
け
先
が
な
い
と
い
う
人

は
受
診
の
間
、
託
児
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

託
児
希
望
者
は
予
約
が
必
要
で

す
。
受
診
希
望
日
の
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
ま
た
は
健
康
増
進
課
窓

口
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　

託
児
で
き
る
人
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

　
　

家
屋
の
取
り
壊
し
、住
宅
用
地

の
利
用
変
更
は
届
出
を
！

市
役
所
の
組
織
が
変
わ
り
ま
し
た

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

資
産
税
係

�

☎
３
７
‐
０
１
１
４

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

総
務
係

�

☎
３
７
‐
０
１
０
０

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１

日
に
土
地
･
家
屋
･
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
や
事
業
所
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
家
屋
の
取
り
壊
し

や
住
宅
用
地
の
利
用
状
況
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

・
家
屋
の
取
り
壊
し（
一
部
を
含
む
）

　

家
屋
（
居
宅
・
倉
庫
・
物
置
・

事
務
所
な
ど
）
を
取
り
壊
し
た

場
合

※
建
物
の
滅
失
登
記
を
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
届
出
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
住
宅
用
地
の
利
用
状
況
の
変
更

　

家
屋
を
取
り
壊
し
て
空
き
地
や

駐
車
場
な
ど
へ
利
用
を
変
更
し

た
場
合

※
利
用
状
況
に
変
更
が
な
い
場
合

は
、
届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
提
出
書
類

・
家
屋
取
壊
し
届
出
書

・
住
宅
用
地
の
申
告
書

※
届
出
書
・
申
告
書
は
税
務
課
、

各
支
所
総
合
窓
口
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
し
て
く
だ
さ

い
。

　

効
率
的
・
効
果
的
な
運
営
を
行

う
た
め
、
５
月
６
日
、
市
の
組
織

機
構
を
改
め
ま
し
た
。

【
総
務
企
画
部
】

　

政
策
推
進
室
→
政
策
推
進
課

【
市
民
福
祉
部
】

　

生
活
環
境
推
進
室
→
生
活
環
境

推
進
課

【
教
育
委
員
会
事
務
局
】

　

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
業
務
を

「
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
課
」

へ
統
合
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
業
務

を
「
社
会
教
育
課
」
へ
移
管
。

健診日 健診 
会場

健康
診査 肝炎

ウイルス

肺 
40歳以上
　（※）

胃 
40歳 
以上

【予約制】

前立腺 
50歳 
以上 
男性

大腸 
40歳 
以上若年

400円
特定

1,000円
後期 無料

無料 500円 500円 500円 500円

６月28日（火）脊振交流
センター

○ ○ ○ ○ ○

６月29日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月６日（水）

中央交流
センター

○ ○ ○ ○ ○

７月７日（木） ○ ○ ○ ○ ○

７月８日（金） ○ ○ ○ ○ ○

７月10日（日） ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月11日（月） ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月12日（火） ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月13日（水） ○ ○ ○ ○ ○ ○

７月14日（木） ○ ○ ○ ○ ○

（※）65歳以上は結核健診を無料で追加
○受付時間　８：30 ～ 10：30

市長交際費の公表
（令和４年４月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0
御　祝 0 0
激　励 0 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 0 0
計 0 0
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40歳以上神埼市国民健康保険加入者対象　特定健康診査を受けましょう！

神埼市国保特定健診・後期高齢者健診対象の皆さんへ
令和４年度 「ＫＡ．ＴＡ．Ｌ♡ （かたろー）ポイント」事業が始まります！

◎問い合わせ　市民課　国保医療係　☎37-0115

◎問い合わせ　市民課　国保医療係・後期高齢年金係　☎37-0115かんざきで　たのしく　ロングライフ

特定健診
　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に
着目し、さまざまな生活習慣病のリスクを見つける
ための健診です。生活習慣病の発症や重症化の予防、
健康寿命延伸のためにも、健診を受けましょう。
○対象　40歳以上の神埼市国民健康保険加入者
○健診内容　問診・身体計測・血圧測定・血液検査・
尿検査・内科診察・心電図など
○料金　1,000円
○受診に必要な物
　神埼市国民健康保険被保険者証、特定健診受診券
(もも色)、特定健診受診票
※受診票・受診券については、６月上旬のお届けに

なります。早めに受診を希望される人は、お問い
合わせください

○実施期間　令和５年３月31日まで
※同一年度内の受診は、特定健診（集団健診・個別健診・

毎日健診）、ヘルスサポート、日帰り人間ドックのい
ずれかを選択してください。

※健診結果に基づき、市の保健師が生活習慣改善の必
要性に合わせ、保健指導を行う場合があります。

○受診方法
・集団健診　住民総合健診の会場で受ける方法です（詳

細は10ページをご覧ください）。
・毎日健診（要予約）　佐賀県健康づくり財団（予約☎

37-3314）で受ける方法です。
・個別健診　佐賀県内の実施医療機関で受ける方法で

す。医療機関へ直接予約してください。

～神埼で楽しくロングライフ！ 健康寿命をのばしましょう‼～
　昨年は、275人に参加いただきました。市主催の健診やがん検診の受診、健康教室や各種講座への参加、
ご自身の健康づくりへのチャレンジでポイントが獲得できます。ポイントを貯めて「健康」と「賞品」を
獲得しましょう！

ステップ①　　参加申し込みをする
・申込書に記入し、市民課国保医療係、後期高齢年金係に提出し、チャレンジカードをもらう。
※国民健康保険加入者の申込書は、受診票に同封してお送りしています。
※後期高齢者医療保険加入者の申込書は、窓口や健診会場に準備しています。
※申込時は被保険者証をご持参ください。
※住民総合健診会場でも申し込みできます。

ステップ②　ポイントを貯める
・特定健診、後期高齢者健診、がん検診を受ける。
・チャレンジ目標を掲げ日々取り組む（継続して３カ月）。
・市で開催される健康教室や講座などに参加する。

ステップ③　チャレンジカードと記録表を提出する
・カードと記録表を国保医療係・後期高齢年金係に提出する。
・100ポイント達成後、早めにご提出ください。
・チャレンジカードの有効期間は令和５年３月31日です。

健診結果説明
会にかたって
ポイントをも
らおう！

健康教室に参
加してポイン
ト を も ら お
う!

ＫＡ．ＴＡ．Ｌ♡ ポイント　100ポイント達成すると、以下のいずれかをプレゼント！
・神埼市観光協会お買物券1,000円分 ※かんざき遊学館または高取山公園わんぱく館で使えます！
・次年度特定健診（集団のみ）無料券（1,000円相当）　※国民健康保険特定健診対象者のみ

　今年度も、健診受診者を対象に「幸せつなごうキャンペーン」「Ｋ
か

Ａ.Ｔ
た

Ａ.Ｌ
ろ ー

♡ ポイント事業」を実施しま
す。（詳細は以下をご覧ください）。
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各課からのお知らせ

　
　神
埼
市
史
の
販
売
を
始
め
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

文
化
財
係　

☎
３
７
‐
３
５
９
３

　

平
成
28
年
度
か
ら
編
纂
を

行
っ
て
き
た
「
神
埼
市
史
」
が
完

成
し
ま
し
た
の
で
６
月
か
ら
販
売

を
開
始
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
職
場
で
、
現
代
ま
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
神
埼
市
の
歴

史
や
文
化
、
生
活
、
身
近
な
自
然

な
ど
が
執
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

○
内
容

　

全
３
巻
（
Ｂ
５
版
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
）

・
第
１
巻　

自
然
・
民
俗
・
石
造

物
編
（
約
７
０
０
ペ
ー
ジ
）

・
第
２
巻　

原
始
・
古
代 

中
世 

近
世
編　
（
約
９
０
０
ペ
ー
ジ
）

・
第
３
巻　

近
・
現
代
編　
（
約

８
５
０
ペ
ー
ジ
）

○
価
格

　

３
巻
セ
ッ
ト
１
０
，０
０
０
円

（
セ
ッ
ト
で
な
い
場
合
、
各
巻
１

冊
４
，０
０
０
円
）

○
販
売
場
所

・
教
育
委
員
会
窓
口
（
土
日
・
祝

日
を
除
く
）

・
千
代
田
公
民
館
（
祝
日
を
除
く
）

・
脊
振
公
民
館
（
土
日
・
祝
日
を

除
く
）

・
神
埼
市
中
央
公
民
館
（
祝
日
を

除
く
）

・
神
埼
市
立
図
書
館
本
館
（
火
曜

日
・
祝
日
を
除
く
）

　

特
別
休
館
日
６
月
19
日
～
25
日

・
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
（
月
曜
日
を

除
く
）

※
休
館
日
を
事
前
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

○
販
売
開
始

　

６
月
１
日
（
水
）
か
ら

　
　新

し
い
委
員
の
紹
介

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
次
の
方
が

就
任
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

監
査
委
員

○
就
任

選
挙
管
理
委
員

○
就
任
（
再
任
）

・
志
岐 

正
博　

委
員
長

・
鶴
田 

良
治　

職
務
代
理
者

・
實
松 

秀
詞　

委
員

・
古
賀 

益
男　

委
員

○
退
任

・
牟
田 

信
行　

代
表
監
査
委
員

・
松
本 

軍
二　

議
選
監
査
委
員

◎
問
い
合
わ
せ

　

監
査
事
務
局　

監
査
係

　

☎
３
７
‐
０
１
０
９

◎
問
い
合
わ
せ

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
３
７
‐
０
１
０
０

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

　
　

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

障
が
い
者
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

神
埼
地
区 

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
募
集

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
や

関
連
す
る
福
祉
制
度
の
理
解
を
深

め
、
日
常
生
活
を
行
う
上
で
必
要

な
単
語
お
よ
び
手
話
表
現
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
「
手
話
奉
仕
員

養
成
講
座
」
を
吉
野
ヶ
里
町
と
合

同
で
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
聴
覚
障
が

い
者
の
言
語
で
あ
る
「
手
話
」
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
程　

全
47
回

　

６
月
28
日
（
火
）
～
12
月
22
日

（
木
）
の
毎
週
火
・
木
曜
日

　

19
時
～
21
時

※
祝
日
等
を
除
く

○
開
催
場
所

　

神
埼
市
中
央
公
民
館　

第
１
研

修
室

※
一
部
の
日
程
に
つ
い
て
、
変
更

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
を
十
分
行
い
な
が
ら
実
施

し
ま
す
。

○
対
象
者

　

神
埼
市
ま
た
は
吉
野
ヶ
里
町
に

居
住
、
も
し
く
は
勤
務
し
て
い
る

高
校
生
以
上
で
、
ほ
ぼ
全
て
の
講

座
に
出
席
が
で
き
る
人

※
高
校
生
は
保
護
者
の
同
意
が
必

要
で
す
。

○
受
講
料　

無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
３
，
３
０
０

円
が
必
要
で
す
。

○
定
員　

20
人（
神
埼
市
・
吉
野
ヶ

里
町
全
体
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

○
申
込
期
限　

６
月
20
日
（
月
）

有
料
広
告

松 田　精 里
代表監査委員

木 原　憲 治
議選監査委員

※写真右から實松委員、
　志岐委員、鶴田委員、
　古賀委員
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
人
権
の
配
慮
に
つ
い
て

国
民
年
金
の
手
続
き
も
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
て
、
誤
っ
た
知
識
や
不

確
か
な
情
報
に
よ
り
、
感
染
者
や

そ
の
家
族
、
医
療
従
事
者
、
外
国

人
な
ど
に
対
し
、
不
当
な
差
別
や

偏
見
、
い
じ
め
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
誰
に
で
も
感
染
リ
ス
ク
が
あ

り
ま
す
。不
当
な
差
別
や
偏
見
、い

じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
の
心
な
い
書
き
込
み
な
ど
は

決
し
て
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

県
や
市
な
ど
の
公
的
機
関
が
発

表
す
る
正
し
い
情
報
に
基
づ
き
、

人
権
に
配
慮
し
た
冷
静
な
行
動
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
不
当
な
差
別
や
い
じ
め

等
を
受
け
た
場
合
は
一
人
で
悩
ま

ず
、
次
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

○
人
権
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口

【
法
務
省
】

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　

厚
生
年
金
・
共
済
年
金
に
加
入

し
て
い
た
人
が
60
歳
未
満
で
退
職

し
た
場
合
は
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
加
入

の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、

退
職
さ
れ
た
人（
原
則
65
歳
未
満
）

に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の

配
偶
者
に
つ
い
て
も
同
様
で
す
。

　

令
和
４
年
度
の
１
カ
月
あ
た
り

の
保
険
料
は
１
６
，５
９
０
円
で

す
。

　

国
民
年
金
の
制
度
に
は
、
将
来

受
給
で
き
る
老
齢
基
礎
年
金
の

ほ
か
、
万
が
一
の
と
き
の
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
な
ど
が

あ
り
、
国
民
年
金
の
加
入
も
れ
や

保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
し
ま
う

と
、
年
金
受
給
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
が
受
給
で

き
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
免
除
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

離
職
後
、
納
付
が
困
難
な
場
合

は
申
請（
失
業
に
よ
る
特
例
申
請
）

を
す
る
こ
と
に
よ
り
全
額
免
除
ま

た
は
減
額
を
受
け
ら
れ
る
可
能
性

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

（
平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

☎
０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

・
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

（
平
日
９
時
～
17
時
）

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付

(https://w
w
w
.jinken.go.jp/)

【
佐
賀
県
】

・
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
さ
が

（
平
日
９
時
～
17
時
）

☎
２
５
‐
７
２
２
９

【
神
埼
市
】

・
行
政
、人
権
相
談
（
予
約
不
要
）

　

本
庁
舎
（
原
則
第
３
月
曜
日
、

13
時
～
16
時
）

　

千
代
田
支
所
（
原
則
第
２
火
曜

日
、
13
時
～
16
時
）

　

脊
振
支
所（
原
則
第
２
金
曜
日
、

９
時
～
12
時
）

※
６
月
の
相
談
日
は
28
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
連
帯
納
付

義
務
者
で
あ
る
配
偶
者
ま
た
は
世

帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る

場
合
は
、
該
当
し
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

※
手
続
き
に
は
離
職
票
な
ど
の
書

類
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

○
申
請
窓
口

・
市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

・
佐
賀
年
金
事
務
所

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん
へ

　

毎
年
６
月
は
、
日
本
年
金
機
構

よ
り
年
金
振
込
通
知
書
が
送
付
さ

れ
ま
す
。
６
月
か
ら
翌
年
４
月
ま

で
の
年
金
支
払
額
を
お
知
ら
せ
す

る
も
の
で
す
。

　

振
込
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
８
月
以
降
の
保
険
料
（
税
）
の

額
は
、
予
定
額
と
し
て
６
月
の
額

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
決
定
額

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
送
付
さ

れ
る
保
険
料
決
定
通
知
書
等
で
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
率
改
定
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

　

後
期
高
齢
年
金
係

�

　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

�

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率

は
、
医
療
給
付
費
の
支
出
な
ど
の

動
向
を
踏
ま
え
て
２
年
に
１
度
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

　

令
和
４
、
５
年
度
の
保
険
料
率

を
次
の
と
お
り
改
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
令
和
４
、
５
年
度
の
賦
課
限
度

額
は
66
万
円
に
な
り
ま
す
。（
令

和
２
、
３
年
度
は
64
万
円
）

年間保険料額の計算方法	

均等割額＋所得割額

令和２、３年度
52,300円＋（基礎控除後の
総所得金額等×10.06％）

令和４、５年度
54,100円＋（基礎控除後の
総所得金額等×10.23％）
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各課からのお知らせ

　
　介
護
保
険
に
関
す
る
お
知
ら
せ

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

佐
賀
中
部
広
域
連
合 

給
付
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
４

　

現
在
お
持
ち
の
介
護
保
険
負

担
割
合
証
（
白
色
）
は
、
有
効

期
限
が
７
月
末
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。
７
月
中
旬
に
は
、
佐

賀
中
部
広
域
連
合
か
ら
新
し
い

負
担
割
合
証
（
白
色
）
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
到
着
後
は
、氏
名
、

生
年
月
日
等
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
介
護

保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
（
ピ

ン
ク
色
）
も
、
有
効
期
限
が
７

月
末
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
施
設
の
入
所
者
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
で
、

８
月
以
降
も
認
定
証
が
必
要
な

場
合
は
６
月
中
に
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
し
い
認

定
証
は
、
７
月
中
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

　

施
設
サ
ー
ビ
ス
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
利
用
者
の
食
費
・
居
住
費
は
、
負

担
段
階
に
よ
り
、
負
担
限
度
額
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
（
左
表
参
照
）。

　

し
か
し
、
所
得
が
低
く
、
食
費
・

居
住
費
を
負
担
す
る
こ
と
が
難
し

い
利
用
者
に
は
、
申
請
に
よ
り
、

そ
の
一
部
が
介
護
保
険
か
ら
「
特

定
入
所
者
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー

ビ
ス
費
」と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
介
護
保
険
負
担
割
合
証
・
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新
時
期
で
す

◆
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請
に
つ
い
て

※
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
人
は
、
新
し
い
負
担
割

合
証
・
負
担
限
度
額
認
定
証

を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

介護保険負担割合証 介護保険負担限度額認定証

対象者
要支援・要介護認定を受けている人
や事業対象者

介護保険施設に入所している人や
ショートステイを利用する人

証の色

白色 ピンク色

現在の有効期限 ７月31日（日）まで

更新の手続き
手続きは不要。
佐賀中部広域連合から新しい負担割
合証が郵送されます。

８月以降も認定証が必要な場合は、
６月１日（水）～ 30日（木）までに、
佐賀中部広域連合または高齢障がい
課に申請してください。

新しい証の到着 ７月中旬

利用者負担段階と負担限度額（一日当たり）

利用者
負担段階 対象者

負担限度額
居住費（滞在費） 食費

ユニット型 
個室

ユニット型 
個室的多床室 従来型個室 多床室 施設サービス 短期入所 

サービス

第１段階
生活保護受給者および世帯全員

（別世帯の配偶者含む）が住民税
非課税で老齢福祉年金受給者

820円 490円 490円 
（320円） 0円 300円 300円

第２段階

世帯全員（別世帯の配偶者含む）
が住民税非課税で合計所得金額+
課税年金収入+非課税年金収入が
80万円以下の人

820円 490円 490円
（420円） 370円 390円 600円

第３段階

①

世帯全員（別世帯の配偶者含む）
が住民税非課税で合計所得金額+
課税年金収入+非課税年金収入が
80万円を超え120万以下の人

1,310円 1,310円 1,310円 
（820円） 370円 650円 1,000円

②

世帯全員（別世帯の配偶者含む）
が住民税非課税で合計所得金額+
課税年金収入+非課税年金収入が
120万を超える人

1,310円 1,310円 1,310円 
（820円） 370円 1,360円 1,300円

第４段階 上記以外の人 負担限度額なし

（　）は介護老人福祉施設および短期入所生活
・預貯金等の金額が下記の額を超える場合、給付対象にはなりません。

・第１段階　：預貯金等が単身1,000万円、夫婦2,000万円超える場合
・第２段階　：預貯金等が単身650万円、夫婦1,650万円超える場合
・第３段階①：預貯金等が単身550万円、夫婦1,550万円超える場合
・第３段階②：預貯金等が単身500万円、夫婦1,500万円超える場合
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　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ
ム
で
身
体
づ
く
り
！
元
気
な
シ
ニ
ア
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

シ
ニ
ア
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
参
加
者
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

 

い
つ
ま
で
も
自
分
で
動
け
る
身

体
づ
く
り
の
た
め
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ

マ
シ
ー
ン
を
使
っ
た
運
動
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
や
女

性
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

（
要
介
護
認
定
非
該
当
者
）

○
開
催
期
間

　

７
月
上
旬
～
９
月
末

○
定
員　

20
人

※
新
規
の
人
に
限
る
。

○
実
施
場
所

　

フ
ィ
ッ
タ
ー
ズ
神
埼
（
神
埼
町

田
道
ヶ
里
１
９
９
８
番
地
３
）

○
送
迎　

な
し

○
参
加
費　

月
額
２
，
２
０
０
円

○
受
付
開
始
日　

６
月
10
日（
金
）

○
申
込
手
順

①
高
齢
障
が
い
課
に
電
話
で
予
約

②
高
齢
障
が
い
課
、
各
支
所
総
合

窓
口
で
申
請
書
を
提
出

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

症
予
防
対
策
を
取
っ
た
上
で
実

施
す
る
た
め
、実
施
時
期
や
定
員

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
内
容
、
実
施
日
時

種別 実施日時 内容

定期トレーニング
（参加必須）

毎週木曜日または金
曜日
10時～ 11時30分

毎週１回、定期的に指
導を受けます。

個別トレーニング
（参加自由）

毎週月曜日・火曜日・
水曜日
10時～ 12時

上記に加え、もっとト
レーニングしたい人
は、自由に参加できま
す。（追加料金なし）

出前講座のご案内
　住民の皆さんからのご依頼により、職員が地区公民館等にお伺いします。お気軽にお声かけください。
※新型コロナウイルス感染症の拡大状況により実施時期等を調整させていただく場合があります。

講座名 内容 時間 問い合わせ

健康相談・健康教育
保健師等による健康相談や健康づくり、生活習慣
病予防等に関する講座を実施します。

１時間～
１時間30分

健康増進課
健康増進係
☎51-1234ゲートキーパー養成講

座

ゲートキーパーとは「門番」のこと。身近なとこ
ろで、元気が無い人、悩む人に早めに気づいて声
をかけ「こころの悩み」へのサポートができる応
援者を養成します。

１時間～
１時間30分

認知症サポーター養成
講座

認知症の症状や対応について学び、認知症の人や
家族を地域で温かく見守る応援者を養成します。
講師として、神埼清明高校・西九州大学の学生、
専門職や住民有志がお伺いします。

１時間～
１時間30分

高齢障がい課
地域支援係
☎37-0111

認知症サポーター
ステップアップ講座

認知症サポーター講座を受けられたことがある人
限定。認知症への「備え」と「共生」について学
んでみませんか。

15分×５回
または１時間15分

認知症予防の講話
地区公民館や自宅等でできる認知症予防について
お話しします。

30分～１時間30分

「いきいき百歳体操」
説明・体験会

地区公民館単位で住民の皆さんが主体となり週１
回程度継続的に行う介護予防体操「いきいき百歳
体操」の体験会を実施します。

1時間～ 1時間30分

支え合い地域づくりの
話

高齢になっても一人ひとりが住み慣れた地域で自
分らしく生活できるよう、地域の支え合いについ
てお話しをします。

1時間～ 1時間30分

人生100年時代「健康
長寿」教室

保健師、管理栄養士、歯科衛生士が健康長寿のた
めの「血圧・血糖管理」「低栄養予防」「口腔ケア」
についての講話を行います。

30分～１時間30分 
(ご希望に応じます)

市民課　
後期高齢年金係
☎37-0115



16市報かんざき 2022. ６月号

各課からのお知らせ

　
　

　
　

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
る
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
等
へ
の
風
し
ん
予
防

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

対
象
者
に
は
風
し
ん
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
が
無
料
で
受
け
ら

れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
５
月
に
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
等
で

ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
し
、
風
し
ん

抗
体
検
査
等
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
対
象
者

　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
の
男
性

※
予
防
接
種
は
、
風
し
ん
抗
体
検

査
の
結
果
、
風
し
ん
抗
体
価
が

ほ
と
ん
ど
な
い
人
の
み
対
象
。

○
実
施
期
間

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
医
療
機
関
の
実
施
日
に
限
る
。

○
実
施
場
所

　

本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
全
国

の
医
療
機
関
等

※
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
自
己
負
担
額　

　

無
料

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
「
風

し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
」
の
同

居
者
を
対
象
と
し
た
、
風
し
ん
抗

体
検
査
・
予
防
接
種
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

妊
娠
早
期
の
妊
婦
が
風
し
ん
に

感
染
す
る
と
、子
ど
も
が
眼
や
耳
、

心
臓
に
症
状
を
持
っ
て
生
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
妊
娠
中
は

風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
周
囲
が
風

し
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　

予
防
接
種
は
、
風
し
ん
抗
体
検

査
を
受
け
、
抗
体
が
低
か
っ
た
人

の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
や
「
風

し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
」
の
同

居
者
。
た
だ
し
、次
の
者
を
除
く
。

・
未
就
学
児

・
昭
和
37
年
度
～
昭
和
53
年
度
生

ま
れ
の
男
性

※
国
の
無
料
の
風
し
ん
抗
体
検

査
・
予
防
接
種
制
度
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

○
必
要
な
も
の

・
ク
ー
ポ
ン
券

・
風
し
ん
抗
体
検
査
受
診
票

　
（
医
療
機
関
に
あ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
）

・
健
康
保
険
証
な
ど
本
人
確
認
で

き
る
も
の

※
風
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
る
場

合
は
、
風
し
ん
抗
体
検
査
の
結

果
を
あ
わ
せ
て
持
参
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
風
し
ん
抗
体

検
査
受
診
票
の
本
人
控
）

○
ク
ー
ポ
ン
券
再
発
行
に
つ
い
て

　

紛
失
等
で
ク
ー
ポ
ン
券
が
お

手
元
に
な
い
人
は
、
申
請
に
よ
り

ク
ー
ポ
ン
券
の
再
発
行
が
可
能
で

す
。

　

健
康
増
進
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
時
は
、
健
康
保
険

証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も
の

と
、
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
現
在
妊
娠
中
あ
る
い
は
現
在
妊
娠

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
人

※
事
前
申
請
は
で
き
ま
す
が
、
予
防

接
種
は
、
必
ず
出
産
後
等
に
接
種

し
ま
す
。

・
過
去
に
風
し
ん
抗
体
検
査
や
風
し

ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
人
、
ま
た
は
検
査
で
確
定
診
断

を
受
け
た
風
し
ん
の
既
往
歴
が
あ

る
人

※
既
に
受
け
た
抗
体
検
査
の
結
果
、

風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
証

明
で
き
れ
ば
、
風
し
ん
予
防
接
種

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
実
施
（
接
種
）
期
間

　

令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で

※
医
療
機
関
の
実
施
日
に
限
る
。

○
実
施
（
接
種
）
場
所

　

県
内
の
実
施
医
療
機
関

※
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○
自
己
負
担
額　

無
料

事
前
申
請

　

風
し
ん
抗
体
検
査
や
予
防
接
種

の
前
に
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

○
申
請
窓
口　

　

健
康
増
進
課

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

・
印
鑑
（
認
印
）

・「
風
し
ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
」

の
同
居
者
は
、
妊
婦
の
母
子
健

康
手
帳
（
風
し
ん
抗
体
価
が
低

い
こ
と
が
わ
か
る
も
の
）

　
　市
報「
か
ん
ざ
き
っ
子
」

写
真
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

市
報
の
「
あ
つ
ま
れ
！
か
ん
ざ

き
っ
子
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
市
内

の
元
気
な
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者　

　

令
和
５
年
３
月
31
日
時
点
で
就

学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん

○
申
込
方
法　

　

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
応
募

く
だ
さ
い
。
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　歯
と
お
口
の
健
診
、妊
婦
歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

健
康
増
進
係
・
母
子
保
健
係　

☎
５
１
‐
１
２
３
４

歯
と
お
口
の
健
診

　

今
年
度
40
歳
お
よ
び
50
歳
に
な

る
人
は
、
歯
周
病
を
含
む
お
口
の

健
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

40
歳
以
上
の
歯
を
失
う
原
因
の

第
１
位
が
歯
周
病
で
す
！
歯
周
病

の
原
因
で
あ
る
、
歯
周
病
菌
は
糖

尿
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
、
動
脈
硬

化
や
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
、
肺
炎

な
ど
の
リ
ス
ク
を
高
め
た
り
す
る

な
ど
、
歯
の
み
な
ら
ず
全
身
の
健

康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
存
在

で
す
。

○
対
象
者

・
昭
和
57
年
４
月
１
日

�

～
昭
和
58
年
３
月
31
日
生

・
昭
和
47
年
４
月
１
日

�

～
昭
和
48
年
３
月
31
日
生

○
実
施
期
間

　

令
和
５
年
２
月
28
日
（
火
）
ま

で○
受
診
時
必
要
な
も
の

・
通
知
（
受
診
券
）
※
５
月
発
送

・
健
康
保
険
証

妊
婦
歯
科
健
診

　

妊
娠
中
は
、
つ
わ
り
や
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
影
響
で
む
し
歯
や
歯
周
病
に

な
り
や
す
く
、
放
置
す
る
と
早
産
や

低
体
重
児
出
産
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
生
ま
れ
て
く
る
お
子

さ
ん
に
む
し
歯
を
う
つ
す
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
対
象
者

　

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ
た
妊

婦○
受
診
期
間　

出
産
前
日
ま
で

○
受
診
時
必
要
な
も
の

・
母
子
健
康
手
帳

・
妊
婦
歯
科
健
診
受
診
券

・
健
康
保
険
証

健
診
を
受
け
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発
見
、
治
療
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

実
施
医
療
機
関
（
両
健
診
共
通
）

中山歯科医院
☎44-4147

大櫛歯科矯正歯科医院
☎44-5475

福島デンタル
クリニック
☎52-2268

泉福歯科医院
☎52-2839

古賀歯科医院
☎52-1647

神埼市国民健康保険 
脊振診療所
☎59-2321

佐賀さくら歯科 
親子歯科クリニック

☎97-6438

船津歯科医院
☎52-1391

なかはら歯科医院
☎53-1849

こばやし歯科医院
☎55-6030

栗並医院
☎52-2977

中村歯科医院
☎44-2992

江頭歯科医院
☎44-5523

永原歯科医院
☎52-2970

しばた歯科医院
☎55-9118

　
　母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

～
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係

☎
５
１
‐
１
２
３
４

　

市
で
は
、
現
在
31
人
の
母
子
保

健
推
進
員
が
市
長
の
委
嘱
を
受

け
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
年
齢
・
資
格
は
問
い
ま

せ
ん
。（
任
期
２
年
、
継
続
可
）

　

活
動
内
容
は
、
赤
ち
ゃ
ん
訪
問

や
育
児
サ
ー
ク
ル
の
お
手
伝
い
、

母
子
保
健
研
修
会
へ
の
参
加
な
ど

で
す
。

　

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仲
間

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

と
明
る
い
神
埼
市
の
未
来
の
た
め

に
、
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

子どもたちの笑顔
に囲まれながら活
動しませんか？

　
　後
期
高
齢
者

訪
問
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

�

　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

�

☎
６
４
‐
８
４
７
６

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

を
対
象
に
、
訪
問
に
よ
る
健
康
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
よ
り
良
く
生
活
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
健
康
に
関
す

る
こ
と
や
医
療
機
関
の
利
用
方
法

等
に
つ
い
て
、
情
報
提
供
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

日
頃
の
身
体
の
お
悩
み
や
気
に

な
る
こ
と
を
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
対
象
者
に
は
、

個
別
に
通
知
を
送
付
し
ま
す
。
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各課からのお知らせ

　
　住まいの耐震対策を支援します！

◎問い合わせ　建設課　建築住宅係　☎37-0103

　木造住宅の耐震化を促進するため、国や県と協力して、耐震診断および耐震改修にかかる費用を補助します。
○耐震診断補助

対象住宅 補助内容
昭和56年５月31日以前に建築され
個人が所有し自ら居住する「木造一戸建て」住宅

診断費用の全額補助
※事務手数料として５千円の自己負担が必要です

○耐震改修補助
対象住宅 補助対象 補助内容

昭和56年５月31日以前に建築
され個人が所有し自ら居住する

「木造一戸建て」住宅

耐震診断の結果、建物の上部構造評
点を1.0以上にするための改修工事
費用

改修工事の費用に対して80％を補助
※補助限度額100万円

○受付期間　12月28日（水）まで　９時～ 17時（土日・祝日を除く）
※募集戸数に達し次第、受付を終了します。
○募集戸数　　耐震診断補助　10戸、耐震改修補助　１戸
○注意事項
※事前に建設課にご相談ください。申込資格など各種条件があります。
※手続き前に耐震診断、耐震改修を行った場合は補助の対象となりません。
※悪質な業者による勧誘にご注意ください。
　（市職員が訪問や電話で耐震診断や耐震改修を勧めることはありません）

　
　危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
去
費
に
関
す
る
補
助
に
つ
い
て

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

都
市
計
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

　

道
路
に
面
し
た
危
険
な
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
除
去
に
関
す
る
補
助

を
行
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
状
態
や
補
助

要
件
等
の
事
前
相
談
、
お
よ
び
市

に
よ
る
確
認
が
必
要
で
す
。

○
補
助
対
象

　

道
路
に
面
し
た
高
さ
１
ｍ
以
上

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
（
補
強
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
、
レ
ン
ガ
造
、
石
造
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
等
）

の
除
去
工
事
費

○
補
助
金
額

　

次
の
①
、
②
の
う
ち
低
い
額

　
（
補
助
対
象
事
業
費
の
上
限
額

は
14
万
円
）

①
対
象
工
事
費
の
２
／
３

②
撤
去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
長

さ
（
ｍ
）
×
１
万
円
×
２
／
３

○
申
請
で
き
る
人

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
所
有
者
お
よ

び
管
理
者
で
市
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
人

○
受
付
開
始
期
間

　

６
月
１
日
（
水
）

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
契
約
・

工
事
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
受
付
件
数
が
想
定
数
に
達
し
た

場
合
は
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

　
　市
営
住
宅

�

入
居
予
備（
登
録
）者
募
集

◎
問
い
合
わ
せ　

建
設
課　

�

建
築
住
宅
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
３

　

既
存
の
市
営
住
宅
に
お
い
て
、

空
家
（
空
室
）
が
発
生
し
た
場
合

に
入
居
を
ご
案
内
す
る
入
居
予
備

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

現
在
、
申
し
込
み
を
さ
れ
、
未

だ
入
居
決
定
さ
れ
て
い
な
い
人

も
、
引
き
続
き
入
居
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
再
度
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
申
込
書
の
配
布

　

６
月
１
日
（
水
）
～

　

建
設
課　

建
築
住
宅
係
で
配
布

○
受
付
期
間

　

６
月
８
日
（
水
）
～
24
日
（
金
） 

　

※
平
日
９
時
～
17
時
ま
で

　

建
設
課　

建
築
住
宅
係
で
受
付
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　６
月
か
ら
児
童
手
当
の
制
度
が
変
わ
り
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
０

現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
と

な
り
ま
す

　

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
の

状
況
を
把
握
し
（
前
年
所
得
、
児

童
の
養
育
状
況
な
ど
）、
６
月
分

以
降
の
児
童
手
当
を
審
査
す
る
も

の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
全
て
の
人
に
現
況

届
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
し

た
が
、
現
況
届
の
提
出
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
人
に

は
、６
月
上
旬
に
通
知
と
現
況
届
、

返
信
用
封
筒
を
送
付
し
ま
す
。

○
提
出
す
る
も
の

・
現
況
届
（
署
名
済
の
も
の
）

・
受
給
者
の
健
康
保
険
証
の
写
し

ま
た
は
年
金
加
入
証
明
書

○
提
出
期
限　

６
月
30
日
（
木
）

○
受
付

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
対
策
の
た
め
、
郵
送
で
の
提
出

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
福
祉
課　
　
　
　

社
会
福
祉
係

・
千
代
田
支
所　
　

総
合
窓
口
課

・
脊
振
支
所　
　
　

総
合
窓
口
課

所
得
上
限
限
度
額
が
新
設
さ
れ

ま
す

　

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
の
所

得
に
応
じ
た
手
当
額
を
支
給
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
所
得
上
限

限
度
額
を
新
設
さ
れ
、
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
の
所
得
が
所
得
上

限
限
度
額
以
上
の
場
合
、
児
童
手

当
等
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
対
象
支
給
月

　

令
和
４
年
６
月
分
（
令
和
４
年

10
月
支
給
分
か
ら
）

所得上限限度額
扶養親族等

の数 所得額 収入額の目安

0人 858万円 1,071万円
1人 896万円 1,124万円
2人 934万円 1,162万円
3人 972万円 1,200万円
4人 1,010万円 1,238万円
5人 1,048万円 1,276万円

　
　カ
ヌ
ー
教
室
実
施
中
！

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

�

☎
３
７
‐
３
５
９
３

　

初
心
者
で
も
簡
単
に
、
楽
し
く

カ
ヌ
ー
を
体
験
で
き
る
よ
う
、
専

門
の
指
導
者
に
よ
る
カ
ヌ
ー
教
室

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

○
と
き

　

６
月
～
９
月
の
土
日
・
祝
日

　

９
時
～
16
時

※
７
月
21
日
（
木
）
～
８
月
31

日
（
水
）
は
、
火
曜
日
を
除
き
、

毎
日
体
験
で
き
ま
す
。

※
天
候
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
休
み
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
と
こ
ろ

　

神
埼
市
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

艇
庫

○
料
金
（
１
艇
１
時
間
あ
た
り
）

　

２
０
０
円

※
初
回
や
団
体
で
の
利
用
の
場
合

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　公
共
マ
ス
の
維
持
管
理
に
ご
協
力
を
！

◎
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
課　

管
理
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
５

公
共
マ
ス
と
は
？

　

宅
内
の
排
水
設
備
を
下
水
道
に

接
続
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
マ

ス
の
こ
と
で
す
。

　

一
般
的
に
直
径
約
20
㎝
の
大
き

さ
で
、
市
が
維
持
管
理
を
行
い
ま

す
。

○
公
共
マ
ス
使
用
上
の
注
意

・
公
共
マ
ス
を
埋
め
た
り
、
マ

ス
の
上
に
重
い
も
の
を
置
い
た

り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
→
詰

ま
っ
た
場
合
、
詰
ま
り
を
取
り

除
け
な
く
な
り
ま
す
。

・
公
共
マ
ス
は
車
両
等
で
上
に
乗

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
→
車
両

等
の
加
重
を
想
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
破
損
の
原
因
に
な
り

ま
す
。

・
公
共
マ
ス
の
周
り
に
樹
木
を
植

え
な
い
で
く
だ
さ
い
。
→
公
共

マ
ス
内
部
に
根
が
侵
入
す
る
な

ど
し
、
破
損
や
詰
ま
り
の
原
因

に
な
り
ま
す
。

○
公
共
マ
ス
が
壊
れ
た
ら
…

　

公
共
マ
ス
に
破
損
や
閉
塞
が

あ
っ
た
場
合
は
、
下
水
道
課
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
が
維
持
管
理
し
ま
す
が
、
破

損
や
閉
塞
の
原
因
が
お
客
さ
ま
に

あ
る
場
合
、
修
繕
料
を
負
担
い
た

だ
き
ま
す
。

　

宅
内
の
排
水
設
備
は
、
お
客
さ

ま
の
管
理
と
な
り
ま
す
。
修
理
等

の
依
頼
は
必
ず
市
の
排
水
設
備
指

定
工
事
店
に
お
願
い
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
未
接
続
の
皆
さ
ん
は
、

接
続
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

接続マス 接続マス 接続マス 公共マス

▲埋められた
　公共マス
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　脊
振
観
光
プ
ー
ル 

管
理
・
監
視
員
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

�

☎
３
７
‐
３
５
９
３

○
業
務
内
容　

管
理
、
監
視

○
勤
務
場
所

　

脊
振
観
光
プ
ー
ル
（
野
外
）

○
募
集
人
数　

６
人
程
度

○
給
料　

時
給
８
２
９
円

○
任
用
期
間

　

７
月
21
日
（
木
）
～

�

８
月
24
日
（
水
）

○
勤
務
形
態

・
９
時
～
17
時
の
う
ち
７
時
間

・
１
日
３
人
勤
務
の
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン

○
休
日

　

休
館
日
（
８
月
13
日
～
15
日
）

○
勤
務
条
件

　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
の
適
用

無
○
応
募
資
格

　

体
力
が
あ
り
、
泳
げ
る
人

○
応
募
方
法

　

市
販
の
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
履
歴
書

（
顔
写
真
貼
付
）
と
官
製
は
が

き
（
返
信
先
記
入
）
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

○
受
付
期
間

　

６
月
１
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

各課からのお知らせ

　
　

　
　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

夏
休
み
の
利
用
に
つ
い
て

夏
休
み
期
間
中
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
支
援
員
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

�

☎
３
７
‐
３
５
９
３

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

�

☎
３
７
‐
３
５
９
３

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
夏
休
み

中
の
入
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、

期
限
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

申
込
書
類
等
の
様
式
は
、
教

育
委
員
会
の
各
窓
口
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

○
入
会
条
件

　

昼
間
児
童
の
面
倒
を
み
る
こ
と

が
で
き
な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書

類
（
入
会
児
童
と
同
居
す
る
父
母

お
よ
び
70
歳
未
満
の
祖
父
母
の
就

労
証
明
書
等
）
が
必
要
で
す
。

※
就
労
等
は
、
１
日
４
時
間
以
上

か
つ
月
15
日
以
上
労
働
す
る
こ

と
を
常
態
と
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

○
対
象
者

　

小
学
１
年
生
～
６
年
生

○
開
設
時
間

　

７
時
～
18
時

※
希
望
さ
れ
る
人
は
18
時
30
分
ま

で
利
用
で
き
ま
す
が
、
別
途
負

担
金
が
必
要
で
す
。

※
別
途
ク
ラ
ブ
費
を
徴
収
し
ま
す
。

○
勤
務
場
所

　

各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

　

・
神
埼
町
お
よ
び
千
代
田
町

　
　

各
小
学
校
敷
地
内

　

・
脊
振
町

　
　

脊
振
交
流
セ
ン
タ
ー
内

○
任
用
期
間
（
予
定
）

　

７
月
21
日
（
木
）
～

�

８
月
24
日
（
水
）

○
募
集
人
員　

10
人
程
度

○
賃
金　

　

支
援
員
資
格
有　

�

時
給
９
７
７
円

　

支
援
員
資
格
無　

�

時
給
９
０
７
円

※
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

○
勤
務
日
数
等

　

月
平
均
60
時
間
以
内
ま
た
は

　

週
３
日
以
内（
週
15
時
間
以
内
）

○
勤
務
形
態

　

夏
休
み
期
間
中
月
～
土
曜
日
の

７
時
～
18
時
30
分
の
う
ち
交
替
制

（
１
日
６
時
間
以
内
）

○
申
込
締
切　

　

６
月
21
日
（
火
）

○
注
意
事
項

・
弁
当
、
水
筒
等
は
、
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

・
長
期
休
暇
の
み
入
会
者
の
土

曜
日
利
用
、
ま
た
土
曜
日
の
み

の
入
会
受
付
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

○
ク
ラ
ブ
の
閉
所
日

　

日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
～

15
日

○
申
請
方
法

　

申
請
書
に
記
入
の
上
、
証
明
書

類
等
と
合
わ
せ
て
次
の
窓
口
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
書
設
置
・
申
込
場
所

・
社
会
教
育
課　

・
千
代
田
公
民
館　

・
脊
振
公
民
館

※
各
公
民
館
で
は
、
書
類
等
の
預

か
り
の
み
で
す
。

○
保
険

　

災
害
補
償
保
険
有

　

社
会
保
険
無
・
雇
用
保
険
無

○
ク
ラ
ブ
の
閉
所
日

　

日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
～

15
日

○
申
込
方
法

　

次
の
書
類
を
社
会
教
育
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
販
の
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）

・
官
製
は
が
き
（
返
信
先
記
入
）

・「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資

格
」
を
お
持
ち
の
人
は
、
資
格

を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

○
募
集
締
切　

６
月
17
日
（
金
）

○
選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

※
面
接
日
は
、
は
が
き
で
連
絡
し

ま
す
。

○
そ
の
他

・
採
用
人
数
な
ど
は
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
賃
金
は
翌
月
10
日
払
い
で
す
。
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　教
育
委
員
の
紹
介

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
総
務
課

教
育
総
務
係　

☎
３
７
‐
３
５
９
１

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
５
月
10
日

付
け
で
、
教
育
委
員
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
（
敬
称
略
）。

○
就
任
（
再
任
）

　
　

教
育
委
員　

岡 

俊
和

　新年度が始まって２カ月が経ちましたが、子どもたちは新しい学年・学校にも慣れ、友だちと楽しく学習に

スポーツに取り組み、また、遊んだり語り合ったりしていると思います。

　しかし、世界には、そういう楽しい春を迎えることができないばかりか、毎日、死の恐怖に怯えながら生き

抜いていかなければならない子どもたちがいます。ウクライナで起こっている戦争のニュースを見聞きするた

びに涙があふれてきますし、一日でも早く何とか戦争が終わることを祈るばかりです。

　現代の子どもは冷めていて、将来の夢や希望も持たず、難しい目標はチャレンジする前に諦めてしまうと言

われています。市内の小・中学生は、将来の夢や希望を持っているだろうか、また、どんな意識を持って生活

しているだろうかと思いました。そこで、昨年度の５月27日に実施された「全国学力・学習状況調査の質問

紙調査（小学６年生と中学３年生）」の結果を見ると、自分自身のこと、他者のことについてしっかりとした

考えを持って生活していることがわかりました。

　質問紙の内容の中で、以下の11の質問に対して「あてはまる」と答えた神埼市の子どもたちは、全国平均

や県平均よりも大きく上回っていました。その結果を見て、神埼市の子どもたちは心豊かに育っていると思い

ました。

・　自分には、よいところがあると思いますか　

・　将来の夢や目標を持っていますか

・　自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか

・　難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか

・　人が困っているときは、進んで助けていますか

・　いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思いますか

・　人の役に立つ人間になりたいと思いますか

・　学校に行くのは楽しいと思いますか

・　自分の思っていることや感じていることをきちんと言葉で表すことができますか

・　自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか　

・　友達と協力するのは楽しいと思いますか

　自分の将来に対して夢や目標を持って生活をしていること、人が困っているときは、進んで助けてあげよう

と考えていること、人の役に立つ人間になりたいと思っていることなど、素直で思いやりのある子どもに育っ

ていると思います。子どもたちの夢や希望を大切に、人に優しく親切にしてあげようという気持ちを大切に、

教え導いていくことと同時に見守ってあげることも大事なことだと思います。

　まだまだ新型コロナウイルス感染症の収束が見えない状況にあって、その長期化が懸念されるなか、今後も、

学校と家庭、地域が共通理解を図り、子どもたちの将来のために連携していけるように、教育委員会は支援を

していきたいと思います。

教育長コラム 「夢や希望を持っている子どもたち」
　� 教育長　末次 利明 

ローソン本堀店北隣に移転しました
神埼市神埼町本堀 3258番地 1シャトーエスT－２

 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

相続・売買・贈与などの不動産登記　商業・法人登記
その他、何でもお気軽にご相談ください。

有
料
広
告

▲中学生サミット会議の様子


